
１．はじめに

　フィリピン・セブシティには 80 のバランガイが

存在し , ここでは 396,099 人（2015 年）が生活して

いる . 都市化や観光化による地域開発に伴う強制撤

去が進む場所もあり , 住む場所を失う人々が多数い

る . そのため，既存のバランガイ地区では過密化が

進み，場所によっては陸上に住む場所を確保できない

ため ,やむなく水上に住居を建てる場合もあり，海岸

部のバランガイ地区では新規参入者の住居が増えてい

る .このため，海岸部の水面や水質は悪化の一途にあ

る．他方，市内にある過密化するバランガイ地区では

大規模火災が頻繁に発生しているが，住居の過密密

集化による影響や簡易な木造であることなどで延焼

が早く，消火活動が困難を伴い，被害が拡大してい

る . 調査地においても大規模火災は過去 2 年間で計 8

回発生しているが，主な原因は LPG（ガスボンベ）の

爆発による場合が多く，再充填された粗悪な LPG リ

フィル利用による場合が多い .

　こうしたバランガイ地区の生活環境改善のための衛

生環境，防災環境，居住環境の改善を図ることは緊急

の課題と言える．そのため，行政側では地区の用地の

高度利用を前提とした高層集合住宅建設の構想が度々

提案されているが，長らく築かれてきた地区コミュニ

ティからは，今日的な低層集合住宅を望む声が多く，

具体的な再開発には至っていない．

　そこで , バランガイ地区の今日的様相を大きく変

更せずに，住民の求める居住環境改善を図るための

問題課題を見い出すために現地調査を実施した．本

稿ではバサック・サン・ニコラス，マンバリングを対

象として貧困地区の住環境の現状を把握することと

した .

２．調査概要

　調査地概要と調査概要を Figure1 に示す . 本調査

は 2015 年のプレ調査を踏まえ，16 年７月 14 日から

8 月 4 日の 21 日間現地調査を実施した . 現地調査で

はバランガイ地区の議員が同行し , 地区の状況把握 ,

フィリピン・セブシティ・バランガイの住居改善に向けた建築的提案
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Figure1.Overview of the study site
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バランガイの概要と実態把握，インフラの状況
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Table1.Residence of position and infrastructure

住居の実測調査 , 住民へのヒアリング調査を行った。

また，バランガイ地区にはシティオ（Sitio）と呼ば

れる小居住区があるため，その位置や境界線を捉える

ためバランガイ議員に同行を求めた .また ,人口密度

等地区の統計データはフィリピン統計庁と地元コンサ

ルタントからの資料を入手した .

３.バランガイ２地区の概要

　対象地であるバランガイ２地区は，観光地近傍に立

地し，海沿いに位置している．住居は高密度に配され

る形態となる．地区構成としては，東西方向に幹線道
路が通っており，地区内は高密度に建物が密集してい

る．公的な施設としては学校と病院が設けられている．

４．インフラ整備と住環境

　調査した住居の位置と職業・世帯数及びインフラを

Table1 に示す . バランガイ地区のインフラを見てい

くと，まず水道が設置されている住居は３軒のみで，

水道を通す場合は，水道メータの設置場所から路上に

配管する必要があるため，住居によっては困難となる．

そのため，９割の住居が井戸水の利用もしくは，購入

（水：4L=1PHP，飲料水：20L=20PHP) しなくてはなら

ない . 次いで , ガスは全ての住居で LPG（リフィル：

11.50PHP, 新品：75PHP）が利用されるが，火災の原

因となるリフィルの使用が多く見られた .また，電気

は半数以上の住居に普及され ,テレビやステレオ ,ラ

ジオ等の電化製品を所有していた .トイレは 4軒で確

認されたが，他 9 割の住居はトイレはなく ,1 〜 3PHP

でトイレを借りる .また ,シャワーが確認できた住居

は 2軒のみであり ,その他の住民は井戸水や購入した

水を利用する .

５.まとめ

　本稿では ,バサック・サン・ニコラスとマンバリン

グを対象に貧困地区の住環境の現状を把握した .その

結果 ,住民の多くは水道やトイレがないことに不満を

感じている．また，調査した全ての住居が，火災の原

因となるリフィル LPG を用いていた．

　以上のことから，火災の発生や高密度による延焼を

解決するため ,新たな住環境を検討し ,ローコスト住

居を提案し ,より生活しやすい環境を形成する必要が

ある .
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